
大学体育研究 33 : 47 -50， 2011 体育センタープロジェクト

? 平成 活動報告

金吾蘇理子，松田搭雄

[ 11研究霞的(課題)

本研究グループ(以下， Gl)は筑波大学体

育センター(以下，体育センター)の教育活動

を中心に， これまでの「大学体育jを総括する

とともに現状を把握することを民的として.以

下の 3段階で萌究活動を推進している。(1立J1 

参照)なお，今年度は 2)と 3)に取り組んだo

1 )基盤窃究

「大学体育」を運営する組織の教育事業を可

視fとするための基本的枠組みを規定する。

2 )評価・検証研ー究

体育センターが展開してきた教育事業をさま

ざまな観点から評価-検証していく O

評価 a検証研究

基盤研究

3 )新規提案・挑戦研究

現代および、今接の社会に貢献しうる人材育成

のための「大学体育jについて.および体育セ

ンターにおける教育活動のあり }jについて研究

し提案する。また.これからの体育・スポー

ツの本来的錨稿についての新たな知見を得る。

[2] 

O金谷l蒜JiH[-， 0松田新雄，河村レイ r.橘il究i段

1:'] ;t寸 風間八宏.iiir1f季五仁川村半.11X!11良1:.

小田梓，小 !lJ宏之合同利 u. 内野洋介，

武田丈太郎.京JlI理充

(非常勤研究員)

表蓋ぅ互選議(現時点か皇撃えて仏語主悲へ控盤整1
民代、ぷ栄のfl会ではどぴ〉ような数がヰとめ fぺl、その'i'ぜスポーツや{キfW
はどのような他i催が役なつのかっその}可能性に対し、新たな知見をf華経!する。
[IJ 労働市j必へのアンケート総資

[2J 可能性の提示

過去の総括u毘時点から毘えてくる漁去の経緯)

筑波大学体育センターのJ.íí.lIJ~してきた教育事業を燦々な観点から rr'l'iJlli 考察
してし、くこと

[1]センターが伝えようとした教育内科の変滋

①カリキュラム欲念)i~*構造0)変 illi

②カリキュラムザf悦1)氏本構造ーの変巡

[2Jセンターから伝わった教育内容

①受j管卒業全へのアンケート総資

[3]センターの教育事業稼働体制lの後退2
①教育卒業);!;本椀illfの変遜

「現状把梶 iの定義(現時点における鯉卓盟盤皇i
f大学i，j'i:fJをilll'I討する組織が教育事業をj民間していく 1:で、どんな考えで、

仰を、どのように}j即時しているのかを規定する応本的枠組みを司被{とすること

[I]大Cr:体脊組織の教育卒業i民本特有巡
[2]カリキュラム概念J去本締法

[3] j] ~キュラム情報法本総迩

※カリキコラムを徽成する釘liii誌のJ.!i本{戸It:&i

i翠1 研究概要
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[3]活動報告

(1 )会議

今年度は定例として計 11白の会議を開催し

た(表 l参f1在)0 上半期は，主に昨年茂実施し

た卒業生に対するアンケート調査の結果につい

て審議した。また，今年度新たな研究課題とし

た教員に対するアンケート調査と大学体育の

ルーツに関する調査については，第 2Iill.l-)、降に

準備，実施，結果の検討の手JII買で，継続的に議

題とした。さらに，第 5[司以降は，これまでの

研究成果の発表について方針および発表内容を

審議し国内・外の学会および体育センター内

の研究発表会(体育センター会議， コア会議，

G2ミーティング)においてそれぞれ実施でき

るようにした。なお，昨年同操すべての会議に

おいて，前回会議の議事要旨の確認、およびコア

会議の報告，予算の提案と執行状況の報告，ス

ケジ、ユール確認が行われた。また，上記の他に

各調査担当者で必要に応じて数多くの打ち合わ

せが行われた。

(2) 調査活動

今年度は，研究段階 2)と 3)に関連して，

以下に示す 3つの調査を実施した。

1 )体育センター教員(元教員も含む)に対す

るアンケート調査

これまでの体育センターにおける教育活動の

表 1 全体ミーティングと主なテーマ

第 11i:!1 (4 j=] 20 日):平成 21年度総括，平成 22年度活動計画，卒業生に対するアンケー

ト調査の仁1:1間報告③

第 2Ittl (5 n 12日):研究成果発表(口頭発表)のエントリー報告(日本体育学会)，卒

業生に対するアンケート調査の中間報告④，大学体育のルーツに関

する研究の 1=j1間報告①，教員に対するアンケート調査の方針の提案・

承認

第31凶 (6n 2日): G2への情報提供の方針の提案・承認，卒業生に対するアンケート

調査の中間報告⑤，大学体育のルーツに関する研究の中間報告②，

教員に対するアンケート質問項目および実施方法の検討①

第 4回(6月28日):卒業生に対するアンケート調査の中間報告⑤，大学体育のルーツに

関する研究の中間報告③，教員に対するアンケート質問紙の検討・

本認およびプレ調査の方法の承認

第 5自(9 Fj 1日):研究成果発表(口頭発表)のエントリー報告(日本スポーツ教育学

会)，教員に対ーするアンケート調査の中間報告①，大学体育のルー

ツに関する研究の中間報告①(米国視察報告含む)

第 6同(10H 6 E:l)・研究成果発表(仁i頭発表)の報告(日本体育学会)，教員に対する

アンケート調査の中間報告②，大学体育のルーツに関する研究の中

間報告①

第 7l[tJ (11月10日): ii)f究成果発表(口頭発表)の報告(スポーツ教育学会・日本スポー

ツマネジメント学会)と今後の予定，教員に対するアンケート調査

の中間報告③，大学体育のルーツに関する研究の中間報告⑥

第 81司 (12FJ 8日)・研究成果発表(投稿論文)の方向性の報告，教員に対するアンケー

ト調査の中間報告④，大学体育のルーツに関する研究の中間報告⑦

第9悶(1月12日):研究成果発表(投稿論文および活動報告書)の概要の報告，教員に

対するアンケート調査の中間報告⑤，大学体育のルーツに関する研

究の中時報告③

第 10IfjJ (2 y1 2日): H22年度の総括，日23年度の計画①

第 11向 (3月 213) : H23年度の計画②
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実態を明らかにするために.体育センタ一所属

教員および元教員を対象にアンケート調査を実

施した。この場合，すでに明らかになっている

体育センターの「体育jの理念およびカリキュ

ラムの変遷と卒業生を対象としたアンケート調

査の結果を踏まえて，質問項目を設定した。

2 )日本における大学枠脊の生交ちに関する文

獄諜査

a.大学体育発祥の背景と理念について

日本における大学体育の必修自単位化の

経緯について，米国教育使節回， CIE及び

文部省が共同で進めてきた戦後教育改革の

核心について龍査することで，発祥の理念

の明器在化を留った。

b.大学体育の意義に関する研究について

大学体育の意義についてこれまで多くの

論争が繰り広げられており.その論争がど

のような認識や髄櫨観のもとに展開されて

きたのかその傾向について探査すること

で¥発祥の理念との整合性を図った。

3 )米国における大学体育およびスポーツの髄

鐘に関する調査

2010年 8月8-20日まで米国カリフォ

ルニア折、!及びネパダナトiにて実施。

a.主な訪問先

食カリフォルニア升iロサンゼルス

. 26thIDEA World Fitness Convention (IDEA 

World Fitness Association) 

.南カリフォルニア大学

女カリフォルニアナトjアーパイン

. Wood Bridge village association 

. Wood Bury community association 

. William Woolett ]r. Aquatic Center 

.アーパインバレー大学

-カリフォルニア大学アーパイン校

女ネパダナ1'1ラスベガス

-ネパダナ1'1立大学ラスベガス校

b.実施した調査

・アンケート調査

訪問先大学，民間施設，住宅街等で約

100人を対象に質問用紙を配布し実施した0

.ヒアリング調査

訪問先大学の体育教員.アスレチックデ

パートメントやレクリエーション施設の

ディレクター， 自治イ本i畿践に対して行って

きた。

※なお本調査における成果報告は別冊にて行う O

(3)研究成果の発表

下記の概要で研究成果の発表を行った。

1 )口頭発表

a.体育センター G1研究発表会

・日程:2010年 7)i2R (金)

:体育センター

. fi的:G1のこれまでの研究成果を体育セ

ンター教員全員にj対知するとともに，他グ

ループの研究・実践活動の基礎となる情報

を提供すること O

-演者:金芥麻理子

b.日本体育学会第 61lí~J 大会

-日程:2010 11:: 9 Jj 8 El (水)

中京大学豊田キャンパス

.越1Iおよび演者.

①筑波大学体育センターにおける「大学体

育」のカリキュラムの変遷

金谷麻理子松田裕雄吉i珂利貢

宮下憲

②卒業生における「大学体育Jに対する授

業評価一大学における教養教育としての

体育の教育効果

小山宏之金谷麻理子松田裕雄

宮川理!充宮下意

c.日本スポーツ教育学会第30回記念国際大会

・日程:2010年 10)i 10日 (呂)

-場所:国立オリンピック記念青少年総合セ

ンター

・題目および演者

①Characteristics of Physical Education 

Curriculum of Sport and Physical Education 

Center出Universityof芯叫ruba
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Mariko Kanaya， Yasuo Matsuda， 

Toshitsugu Yoshioka， Hiroyuki Koyama 

and Ken Miyashita 

②Differences in Effects of Physical Education 

Curriculum in University of Tsukuba before 

and after the Deregulation of University 

Act -Based on the Questionnaire Survey 

of Alumni of University of Tsukuba-

Hiroyuki Koyama， Mariko Kanaya， 

Masamitsu Tomikawa， Azusa Oda， 

Masashi Suita and Ken Miyashita 

① Lo時“termImpacts of Physical Education 

Classes on出eAlumni of a National University 

Masamitsu Tomikawa， Mariko Kanaya， 

Hiroyuki Koyama， Azusa Oda， 

Masashi Suita， Miyuki Aiba and 

Ken Miyashita 

d. IJ本スポーツマネジメント学会第 3自大会

ーは程:2010年 10)=J 30 . 31日(土・日)

-場所:神奈川大学横浜キャンパス及びパシ

フィコ横浜会議センター

-j醤jヨ及び演者'

①スポーツ環境の充実を図る計画的一体型

関与を地域の事例研究ーカリフォルニア州

アーパイン市内ピレッジに着目してー

松田裕雄渡和i主i 古関手IJ貢

2 )投稿論文および報告書

a.投稿論文

・筑波大学体育センターにおける「体育Jの

教育効果に関する研究ー卒業生を対象とし

たアンケート調査より- (仮題自。現在作

成中。)

-筑波大学体育センターにおける「体育jの

教育活動の実態に関する研究一教員を対象

としたアンケート調査より- (仮題担 D 現

在作成中。)

b‘ 

・口本における大学体育発祥の背景と理念に

関する調査報告-GHQの戦談教育改革に

着目して一(体育センター所属教員に配布。)

-大学体育の価値及びスポーツ教育の価値に

関する調査報告一米国カリフォルニアナ1'1周

辺地域に着目して- (加冊作成中。)

-筑波大学卒業生に対する共通科自「体育」

に関する調査報告(大学体育研究プロジェ

クト報告へ投稿。)

[4]今後の展望

f現状把握Jを目的としたこれまでの Gl研

究活動は以下のように分類される。

1 )基盤研究及び評値検証研究:体育センター

の教育変遷に関する実証研究

-教育概念基本構造を )i~ ¥; ¥た大綱化前後の相

違点について

-教育効果に関する調査(卒業生アンケート)

・教育実践に関する調査(教員アンケート)

2 )国内及び海外における実態調査研究:これ

までの大学体育の理念と意義に関する研究

.大学体育発祥の理念と背景

-大学体育の意義変遷

・米国における大学体育の実態及びスポーツ

の価値

3 )新規提案・挑戦研究:新しい大学体育への

提言及び指針提示

-上記2つのパックボーン及び一般労働市場

の動向を抑えたうえでの人材育成のあり方

について提言できる取り組みを考案してい

く。

こうしたこれまでの経緯を踏まえ，次年度の

アクションプランを本年震内に整理していく必

要がある O

付記

本活動報告は， 日本学術振興会科学研究費補

助金基盤研究 (A) (課題番号 21240060) の一

部である D
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